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金津の森プロジェクト「森と生きる」 

学校林を利用して森の役割について学ぶ「金津の森プロジェクト」。５・６年生と「森と生きる」をテ

ーマに、炭作りを行いました。 

森をエネルギーとして使うことや、昔の人はなぜ木をわざわざ炭にしていたのか、炭はどうやっ

てできるのかを、「金津の森プロジェクト実行委員会」の皆さんに実験も交えてお話ししていただき

ました。 

そしてかまどとダッチオーブンを使い、班ごとに炭を作りました。木材の他に、炭にしてみたいも

のも持ち寄り、金津の森で拾ってきたヒノキの葉やいがぐり、どんぐり、サルノコシカケ、家から持っ

てきた柿やリンゴ、ビスケットなど、様々なものを入れてみました。 

火をつけて大きくするだけでも大変な作業で、実行委員やボランティアの方々に教えてもらいな

がら、班ごとに協力していました。 

授業時間後は実行委員とボランティアの皆様が夕方まで火の番をしてくださいました。 

翌日、ダッチオーブンを開けた子ども達からは歓声が！いろんな形の美しい炭ができていまし

た！校内に展示し、他の学年も見ることができるようになっています。 

実験の様子 



 

 

金津小学校のホームページはコミスクだよりをカラーで掲載しており、バックナンバーも 

掲載しています。また、金津っ子ちゃんねるにて様々な動画も公開しています。 

ぜひご覧ください。 
金津小学校 

ご尽力いただき、 

誠にありがとうございました。 

金津の森プロジェクト実行委員会 

委 員 長 ：  さま 

委 員 ：末吉英一 さま 

中田善和 さま 

 さま 

 さま 

参加してくさった 

ボランティアの皆様 

 

令和４年度 金津の森俳句大会 

「第４回金津の森で五・七・五」も今後予定しています。 

 

炭作りの様子 

完成した炭の一部 

りんご、柿、みかん、いがぐり、ビスケット等 


